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モノづくりへの挑戦と

環境問題への積極的な取組

加工不良の削減

発生した不良に対して原因分析と対策を実施

再発を防止して電力使用量の削減へ取り組む

二酸化炭素消費量の削減

電力消費量の削減を中心とした

二酸化炭素排出量の削減へ取り組む

改善提案の推進

従業員全員で日常業務の改善や効率化

を考え業務改善に繋げる取り組み

従業員への教育

係長教育を実施し 活動の理解と周知を図る

12 
つくる責任
つかう責任

13
気候変動に
具体的な対策を

８
働きがいも
経済成長も

９
産業と技術革新
の基盤を作ろう

４
質の高い教育を
みんなに

発行にあたって

SDGｓの取り組みについて

社員全員に理解してもらいたい、意見を出してもらいたい。（全員参加）

より多くの関係者に取り組みを理解して頂きたい。 （情報発信）

多くの人が一歩ずつ改善に向けて取り組んでいる活動を

記録に残していきたい。

そのために、文字を大きくグラフ・写真を多用しPDCAに

そって表記しました。当社の活動が環境に貢献している事

を広く知ってもらうためSDGｓと結びつけました。
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会社名   共立サンテック株式会社

代表者 　竹田　哲也　　　

所在地 　静岡県静岡市駿河区国吉田1丁目10番53号

資本金 　1,000万円

連絡先 　電話　054-267-7551　　

    FAX　054-267-7532

　 ◇環境管理責任者　　武田　淳

　 ◇連絡先担当者　　　永山友佳子

kyoritsu@kr-suntec.jp

樹脂成形金型を中心に

仕上加工致します!!

グループ一貫で取引先の要望する樹脂

成型品の金型をオーダーメイドで製作

しています。「大型」「精密」「複雑」

といった課題に対しても実現するノウハ

ウ・技術力・設備を有しています。

自主トライと入念な検査を経て仕上げて

いきます。

　
　
流
通
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長沼　　

交差点

新幹線

東海道本線

古　庄

東静岡
県総合
運動場

ヤマダ電機 ガスト

共立サンテ

ック㈱

静

岡
市

内

清
水
方

面

国道

1
国吉田

交差点

会社周辺地図

全組織 共立サンテック株式会社

全活動 樹脂成形金型の仕上げ加工
延床面積 1,141ｍ2

敷地面積 1,850ｍ2

2020年度（第41期）

売上高 523百万円

従業員数
（役員を含む）

45名
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会社方針 モノづくりへの挑戦
▪創業以来の実績と先進技術開発により常にフレッシュな加工技術

をものにします。

▪工程や加工法を革新的に合理化し、短納期に対応するとともに

品質向上に努めます。

▪ジャンルを問わない取り組みと経費の見直しによりコスト低減を

実現します。

基本方針 環境問題への積極的な取り組み
▪当社は、事業活動を行うなかで、環境保全が重要な課題の1つで

あることを認識し樹脂成形金型の仕上げ加工及び金属研磨におい

て客先からの要求をチャンスととらえ、技術の向上と資源の有効

活用を図り環境問題への積極的な取り組みに努めます。

行動指針 5項目の活動
▪当社に適用される環境関連法規・当社が同意するその他の要求

事項を遵守します。

▪事業活動を通じて、以下の取り組みに対して環境目標・環境活動

計画を定め継続的な改善に努めます。

①省エネルギーに取り組み、二酸化炭素の排出量を削減します。

②安定型混合物の中身を明確にし、廃棄物排出量の削減に努めます。

リサイクルの推進に努めます。

③節水に努め、水使用量を削減します。

④改善提案から課題を発見し、チャンスと捉え、品質の改善及び

効率化を図ります。

⑤環境保全に関する地域社会との調和を図ります。

制定日 2013年10月 4日

改訂日 2020年12月25日 （第4版）

代表取締役 竹田 哲也
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代表取締役
▪総括（環境経営システム・緊急事態発生時等）

▪課題とチャンスの明確化

▪経営資源の準備

▪環境経営方針の策定

▪全体の評価と見直し・指示

代表取締役
竹田　哲也

環境管理責任者
武田　淳

環境管理事務局
佐々木　基宣
永山　友佳子

部門管理者
長島　秀樹

副部門管理者
金刺　光高

従業員

環境管理責任者・環境管理事務局

▪環境経営システムの構築・運用・維持、社長への報告

▪環境関連法規等の遵守評価

▪環境目標・活動計画の策定・見直し

▪環境関連法規等の取りまとめと見直し

▪中間審査・更新審査の受審

部門管理者・副部門管理者

▪代表取締役･環境責任者の指示、命令を伝達

▪自部門の環境経営システムの運用・維持

▪教育訓練・緊急事態への準備および対応・是正処置など

従業員

▪環境経営方針、環境活動計画等の取組への遂行

▪環境関連法規等の遵守および社会貢献など
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ベース期 前 期

該当
第38期

’17.8～'18.7

第40期

'19.8～'20.7

第42期

'21.8～'22.7

第43期

'22.8～'23.7

第44期

'23.8～'24.7

ページ 実績 実績 目標 実績 目標 目標 目標

ベース比 0.7％増加 3.0%削減 0.2％増加 0.7%削減 1.7％削減 2.7%削減

ベース比 1.2％増加 2.5%減 1.0％増加 ±０% １％削減 ２%削減

CO2 係数 (2.32) ベース比 32％減 33%削減 44％削減 41％削減 42%削減 43%削減

CO2 係数 (2.58) ベース比 34％減 35%削減 49％削減 43％削減 44％削減 4５%削減

P18 ｋｇ 1,685 1,431 1,415 1,263 1,399 1,390 1,372

ベース比 15％削減 16％削減 25％削減 17％削減 18％削減 19％削減

P21 ｋｇ 2,336 2,123 2,102 2,010 2,079 2,065 2,040

ベース比 9.1％減 10％削減 14％削減 11％削減 12％削減 13%削減

521 418 412 435 447 444 440

ベース比 20％減 21％削減 17％削減 14％削減 15％削減 16%削減

P24

提案

件数

（件）

37 42 39 46 40 41 42

P26
実施率

（％）
100% 100% 100% 100% 100% 100% 100%

※電力のCO2排出係数（調整後）は、中部電力の2018年度　CO2排出係数0.452kg-CO2/kwhにより算出しています。

   化学物質（PRTR法対象物質）は使用していないため、項目に入れていません。

目標値は、コロナ前に計画した値のままとなっています。

コロナ禍で客先への打合せ等が減っているため、前期実績をもとに目標値を立てました。

トイレを節水型に切替えました。前期実績をもとに目標値を立てました。

 品質改善及び効率化

(改善提案の推進)

2,583 1,4741,5001,4411,769 1,730 1,487

540

 地域社会との調和

(会社周辺の清掃)

 一般廃棄物排出量

 産業廃棄物排出量

550 530489961 638 625

P24  総排水量の削減
m3

P17
化石燃料

使用量削減
軽油 ℓ

ガソリン ℓ

1,077,872

511,641

1,116,806 1,105,709 1,083,705

499,890

1,094,652P13  電力消費量削減

※CO2 係数 (0.452)

kw 1,105,225 1,118,699

中 期 目 標

環境目標項目 単位

第41期

'20.8～'21.7

P12  CO2排出量削減 kg-CO2 508,334

対象期間

493,084 509,647 504,939 494,860

（混合廃棄物中間排出量）
削減

２

１

（可燃物のみ）削減

３

１

２

２

３
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　  加工不良（作業ミス）

　  がある        　  重点活動１

　  快適な作業環境形成

　  粉塵対策等   重点活動２

     改善提案が推進され

     ている 　

　◆事業上の強み      会社のまとまり

　◆有利な点   　 社員の協力体制

　該当ページ　P8～９

 【 重 点 目 標 １　　　　　 】：加工不良を減らします。

　①不具合を推測し対策を立て進めます。

　②対策内容の検証を行います。　　　　

　③不具合が発生した時は報告書を作成します。

   該当ページ　P10 ～ 11　

 【 重 点 活 動 2 】：作業者の健康リスクをさげます。

　①集塵機の利用状況と日常点検表を確認します。

　②粉塵濃度の測定を依頼し､作業環境の状態を把握します。

　③化学物質を扱う上でのリスクについて教育を行います。

社外で

考えられる 考えられる

事業における

課題

　◆事業上の弱み

　◆問題点

事業における

チャンス

社内で

予想 自動車車種の半減

≒金型の生産数の半減

グループ会社からの受注率

≒１００％
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　部門長会議の様子

嵌合箇所（組付部品）
が多数ある

複雑な形状
毎回違うデータ
同じ製品は作らない

材質により加工条
件が異なる

高い精度で加工
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要因：座標値の入力ミスと組付後の確認忘れ

部署の対策 効果があった点 足りない点

放電加工機へ メモの取り忘れやZ軸の基準

座標値を入力 となる球のズレによる不具合

する時のミス が起きました。座標値の入力

後の確認を徹底させます。

組付後の確認忘れ 金型に組み込む部品を組み

忘れた不具合が起きました。

し未然防止ができました。 部品の数も固定側面、可動

左右対称の金型に組み込む部 側面、SD用と数多く組み込

品の入れ間違いを無くすため まないといけないので、各

左には左専用の部品しか入ら 面に対して箱を用意し箱の

ない様に設計変更を関連会社 中に余った部品が残らない

へ依頼し改善を図りました。 ようにしていきます。

良によるトラブルを記録に残

座標値を間違えないために

ができてミスが減りました。

をとります。入力画面と照合

ホワイトボードを設置しメモ

成形トライ時に生じた作動不

 ９



　

　　　４つのエリア

ク
ー
リ
ン
グ
タ
ワ
ー

共立サンテック（株）

５ｔクレーン
2.8t

クレーン

2.8t
クレーン

走行クレーン　　7.5ｔ　　2.8ｔ

長島
杉山大

金型磨き・治具エリア

走行クレーン　15.0ｔ　　7.5ｔ

金型洗浄場

通行不可

シャッター

重量シャッター中２階
　

2F
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電力

軽油

ガソリン

目標値より3.4%増加 評価 △
原単位は
0.85から0.98kg-co2/売上高（千円）へ悪化

508
512

510

508 499 493 505

0

500

38期(BM) 40期 41期 42期

t-CO２ 二酸化炭素排出量削減

実績値 目標値

目標より

3.4%増

コメント

新型コロナによる環境の変化が影響

し９９％を占める電力が３.６％増加

したため、CO2排出量も増えてしま

いました。次年度もコロナによる増

加が見込まれます。（目標値変更）

大型加工機１２台

業務用エアコン１３台

などが稼働しています。

CO2
削減

廃棄物

削減

排水量

削減

改善
提案

の推進

地域
社会と
の調和
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  定例会議の様子（3ヶ月ごと）
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屋 根

屋 内

屋 外

報告書より

情報収集
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　【 取 組 活 動 （Do）】

 蛍光灯の交換をした組付・解体エリア

　　コロナ対策中の会議の様子
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　　　加工不具合報告書より

　　活動実績グラフと評価

目標値より3.6%増加 評価 △

原単位は

0.83から0.97kg-co2/売上高（千円）へ悪化

1,105 1,119 1,117

1,105
1,089 1,078

1,106

1000

1100

1200

38期(BM) 40期 41期 42期

MW 電力使用量削減

実績値 目標値

目標より

3.6%増

コメント

コロナ対策として、工場内を開放

して空調を使用しています。その

ため、夏季冬季共に電力使用量が

増加しました。放電加工を要する

型数が多かったため、機械の稼働

時間も前期比２６.３％増加し目標

値を上回ってしまいました。

どのマシンか特定する

必要があったのでは
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　     活動実績グラフと評価　　　

目標値より22%削減 評価 ○

23.2ｔ･km/ℓ ⇒22.7t･km/ℓ   ×

目標値より17%削減 評価 ○

燃費 10.3⇒10.2km/ℓ ×

コメント

今期はコロナ禍のため、客先への

立合いがほぼなくなり、大幅に消費

量が減りました。しかし、近距離で

の使用により燃費は下がっています。

次年度も省エネ運転を推進していき

ます。

2,583

1,769

1,441

2,583

1,825
1,730

1,500

0

1600

1900

2200

2500

2800

38期(BM) 40期 41期 42期

ℓ ガソリン消費量削減

実績値 目標値

目標より

17%減

961
638

489

961

850

625
550

0

600

900

1200

38期(BM) 40期 41期 42期

ℓ 軽油消費量削減

実績値 目標値

目標より

22%減

コメント

ガソリンと同様に、コロナ禍での客

先への立合いがほぼなくなり、消費

量が減りました。

次年度も省エネ運転を推進していき

ます。
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前期

目標

目指す

荷くずれで
扉が開かない！

いっぱいで
入れられない！
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アンケート調査　第６回
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　　活動実績グラフと評価　　　

部署内で排出される可燃ごみリスト

（アンケート結果より）

目標値より10.7%削減 評価 ○

原単位は

2.81から2.42kg-co2/売上高（千円）へ悪化

コメント

目標値を大幅に下回る事が出来まし

た。アンケート結果より、部署内で

排出される可燃ごみに資源ごみの混

ざりが少ないことがわかりました。

従業員の省資源に対する意識の向上

が図られ減量に繋がったと思います。

パトロールで部署内のごみ捨て場が

溢れているという指摘が多かったた

め、次年度で２Ｓを進めます。

1,685
1,431

1,263

1,685

1,515

1,415 1,399

0

1400

1600

1800

38期

(BM)

40期 41期 42期

kg 一般廃棄物排出量削減

実績値 目標値

目標より

10.7%減

EA21事務局

から指導

回覧板
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　　現地確認（ｽｷﾞﾔﾏ理工様）

　廃棄物パトロール新人教育
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　　ドラム缶を回収車へあける時に

　　缶の側面が汚れてしまう。

　アンケート調査結果より内容物一覧

提案者：渡辺和
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       活動実績グラフと評価　　　

　　　　 目標値より4.4%削減 評価 ○

原単位は

3.89から3.85kg-co2/売上高（千円）へ悪化

コメント

目標は達成されました。

パイプ椅子、テーブルの廃棄では解

体して処理することで処理費用を抑

えることが出来ました。一般廃棄物

と同様に従業員に分別の意識が高

まっています。

次年度も活動を継続します。

4,200 2,123 2,010

2,336

2,250 2,102 2,079

1000

2000

3000

4000

38期(BM) 40期 41期 42期

kg 産廃廃棄物排出量削減

実績値 目標値

目標より

5.6%減

産廃

コンテナ
2回

1回

5回

産廃の記載 4回

部署内の

廃棄場所
・いっぱいである 3回

・積み方に偏りがある

・無造作に積まれている

・折りたためられる物が

・そのまま捨てられている

・用紙に記載がされてない

・内容物の記載がない

・他に捨て場があるもの

・が入っている
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　　 活動実績グラフと評価　　　 目標値より5.6%増加 評価 ×

コメント

節水活動を実施しましたが、新型コ

ロナ感染防止対策として各部門員へ

の手指消毒の徹底を実践したため、

排出量が増加しました。

次年度も啓蒙活動に努めます。

525 418 435

525

410 412

405

0

300

400

500

600

38期(BM) 40期 41期 42期

ｍ3 総排水量削減

実績値 目標値

目標より

5.6%増

改善が実施後の

写真を撮らせて

もらいます。
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発砲スチロールで台座を作製

提案者：米山

提案者：望月忠

提案者：安本
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　　目標を達成しました。　評価○

　　　目標を達成しました。

　   活動実績グラフと評価　　　

37

42
46

36
38 39 40

0

30

40

50

60

38期(BM) 40期 41期 42期

件
改善提案件数

実績値 目標値

コメント

改善提案件数も伸び、改善が環境,作

業改善など内容も多様になり活動が

定着してきたと思います。

毎月4件を目標に部門長が中心となっ

て活動しています。コストをなるべ

くかけずに自作も進められてます。

次年度も活動を継続していきます。

目標より

7件多い

コメント

実施率が１００％維持されてます。

今後も継続していきます。

38期(BM) 40期 41期 42期 

目標値 100% 100% 100% 100%

実績値 100% 100% 100%
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◎遵守状況を確認した結果、違反はありませんでした。

　違反、訴訟及び苦情等の指摘は過去3年間ありません。

法規・条例 遵守事項または規制基準 当社の適用及び対応 評価

電気事業法

自家用電気工作物設置

保安規程の制定、届出及び遵守

法定点検の実施

中部電気保安協会へ委託 ○

廃棄物の処理及び

清掃に関する法律
産業廃棄物の保管 保管基準の遵守・保管場所の表示 ○

産業廃棄物の委託処理 処理業者と契約契約書の締結済 ○

マニフェスト管理 マニフェストの交付、5年保管 ○

マニフェスト交付状況の報告 2021年6月に報告書提出済 ○

委託先の実地確認と記録の保存 2020年11月に実施・記録済 ○

騒音規制法 特定施設の届出
特定施設の届出済

（ｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰ ３台 , 成形機1台）
○

規制基準値の遵守 測定外部委託済 ○

振動規制法 特定施設の届出
特定施設の届出済

（ｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰ ３台 , 成形機1台）
○

自動車・特定家電

リサイクル法
廃棄時の記録管理等 今期はありませんでした。 ○

化管法
PRTR制度

（第1種指定化学物質462種類）
PRTR法の該当なし ○

SDS制度

（第1種及び第2種指定化学物質）
調査及び教育実施済 ○

労働安全衛生法
安全又は衛生のための教育

(安全衛生推進者講習等）
該当者　資格取得済 5名 ○

クレーンの法定点検・定期点検等 業者委託 点検済 ○

フォークリフト定期検査 車両点検（毎年５月）業務委託 ○

作業環境測定・粉塵測定(自主点検）
粉塵、有機溶剤の環境測定を業務委

託済
○

健康診断の実施 健康診断（2020.8月に実施） ○

冷媒漏えい点検・整備記録等
圧縮出力7.5kwh以上業者委託済

その他自主点検3ヶ月ごと実施済
〇

廃棄等実施者の引渡義務 今期はありませんでした。 〇

消防法 消防用施設の法定・定期点検等 業者委託　点検済（年2回） 〇

一般取扱所の届出 届出済 〇

フロン排出抑制法

(第一種特定製品）

 静岡市産業廃棄物の適正1

な処理に関する条例

作成日 2013年10月15日

2021年7月13日

2021年7月22日 遵守状況確認

　　 法規見直日
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見直日　2021年9月27日

　

  

見直し指示内容

見直し指示の結果

今期の取組状況の確認

不良削減につながる活動を計画的に取り入れていくこと。

前期見直し指示内容

全体評価コメント

代表取締役 竹田哲也

環境経営方針、環境目標、環境活動計画及び環境経営システム

等における取組状況を確認し見直しの必要性はなかった。

社内に不具合記録がなかったので、不具合発生時に報告書の作

成をスタートしました。提出が根付き、不具合の原因と対策が

行われ効果も出てきました。月次の会議を利用し、推測した要

因に対する対応を検証し進捗状況の確認をしています。

不具合への取組、健康リスクへの取組は年々成果を上げ活動の

質の向上も図られています。

今後、不具合で多い上位の発生原因に集中して取り組み、より

結果がでることに期待します。

また、システム全体に影響があるカーボンニュートラルへの取

組も検討していくこと。

関連グループの竹田サンテック㈱が

カーボンニュートラルに取り組むので同様に

対応をしていくこと。
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